
令和４年度横浜市旭区福祉保健活動拠点 評価シート 

 今年度事業計画 
今年度指定管理者自己評価 

（振り返り） 
今年度の区評価 備考 

１ 場の提供 

 (1) 場の提供を通した関係性の構築・利用団体支援 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 

○拠点登録団体と顔の見える関係性を築きながら、活動内容の現状と活動 

 上の課題を把握し、課題にあった支援を進める。 

○ボランティアセンターに寄せられるニーズへの対応や、活動希望者を紹 

 介する。 

○掲示・配架をとおして、利用団体の広報活動支援を行う。 

〇ボランティアセンターに寄せら

れる相談は、地区担当職員にも共

有し、ボランティアニーズに応え

ている。 

〇ボランティア情報や地区社協、地

区センターのチラシを館内に掲

示・配架した。 

横浜市の基準を満たしています。  

 (2) 拠点の利用促進に関すること 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【△】 今年度評価【〇】  

 〇年３回区内全戸配布している区社協広報紙「あさひいきいき宣言」や外部 

 から目につきやすい外壁や窓を利用した広報を行い、日頃拠点とは関わ 

 りのない区民に拠点の存在をＰＲする。 

〇指定管理者である区社協の持つ福祉保健ネットワークを活かし、さまざ 

 まな情報をつなぐ総合的な活動の拠点として運営をする。 

○貸館の稼働率向上のため、広報による利用の周知を行う。 

〇区社協広報紙「あさひいきいき宣

言」の配架・配布や、ボランティ

ア入門講座などを実施し、拠点・

区社協の周知を行った。 

〇研修や講義等で外出した際、参加

者に対し拠点について周知を行

った。 

〇夜間や土日の拠点稼働が少ない

傾向がある。地域住民の活動のニ

ーズを調査・把握し、夜間・土日

の拠点利用につなげていきたい。 

〇拠点のパンフレットを作成し配

布する、「いきいき宣言」に拠点に

関する情報を載せる等、来年度実

施予定。 

横浜市の基準を満たしています。  

 (3) 拠点のサービスの向上に関すること 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇拠点利用団体懇談会や毎回の利用報告時、意見箱、窓口満足度調査アンケ 

 ートなどにより利用者が気軽に要望を出せる環境を整える。窓口満足度 

 調査のアンケート結果については館内に掲示し、寄せられた意見につい 

 ては、回答とともに改善策を掲示する。 

○ホームページの機能強化（ウェブアクセシビリティ、暗号化対応など）を 

 とおして、利用者のインターネットからの情報収集を促進する。 

〇利用者からの設備等に関する意見については、必要性を判断し区役所と 

 協議しながら対応していく。 

〇古くなった備品の買い替えを行う等、拠点の適正な維持管理に努める。 

〇ボランティア活動団体の安定的な活動の場の提供や印刷機等の機材を提 

 供し、団体活動の活性化を図り、地域福祉保健計画の推進と連動性を図 

 る。 

〇拠点利用登録団体の状況・課題の把握を行う。 

○新型コロナウイルス感染症への対応 

・開館時間の変更や各種対応について、変更があった場合には区社協 HP に 

 て発信する。 

・各部屋の消毒および拠点内の定期消毒の実施など感染症対策を徹底する。 

・感染症対策として、予防対策に関する資料の掲示、拠点内の換気、除菌用 

 アルコールを設置する。 

・CO2 測定器を各部屋に設置し、利用団体の感染対策の意識向上を図る。 

〇ご意見箱の設置や窓口満足度調

査を実施し、拠点や職員に対する

満足度と要望を把握した。 

〇拠点内の設備・備品について、区

役所からの依頼を受けICT機器や

サニタリーボックスの購入、古く

なった掲示物の貼り替えを行う

など、利用者が安心・快適に利用

できる拠点の整備に努めた。 

〇電話・窓口対応における満足度向

上を図るため、外部の接遇研修に

非常勤職員が参加し、学んだ内容

を全職員に共有した。 

〇新型コロナウイルス感染症への

対応について、拠点出入口に自動

検温器を導入したほか、利用時の

検温・消毒・マスクの着用につい

てチェックシートに記入しても

らい、利用後の除菌を徹底するな

どの対策を行った。 

横浜市の基準を満たしています。  

 (4) 利用調整会議等の開催 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇利用団体同士の交流を図るとともに、拠点利用にあたっての注意事項等 

 を伝えるために、年１回（３月頃）拠点利用団体懇談会を開催する。 

 開催形式は、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて判断する。 

〇３月２日（木）に開催予定。 

以下の内容を実施予定。 

①拠点の利用にあたり、改定した

横浜市の基準を満たしています。  



「拠点の利用手引き」を用いて

利用団体懇談会で説明する。 

②窓口満足度調査の結果報告を

行い、拠点の課題と改善策につ

いて発表する。 

③利用団体同士の交流の場を 

設け、つながりづくりの促進を

行う。 

④AED 利用方法・避難経路の確認

など、消防訓練を実施する。 

２ ボランティア業務 

 (1)ボランティアに関する情報収集、分析、計画立案 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【◎】 今年度評価【〇】  

 

〇区社協が実施する個別支援事業（移動情報センターや生活福祉資金貸付 

 事業等）や、各関係機関、地区社協や民生委員とのネットワークを活かし 

 たコーディネートを行う。 

〇拠点登録団体、ボランティア登録団体から情報収集するなど連携し、団体 

 の課題把握を行う。 

〇ボランティアセンターに寄せられる施設からのボランティア募集内容を 

 定期的に聞き取り、一覧にしたものをボランティア登録者に提供する。 

〇登録ボランティアの更新手続きと共に、希望する活動の場や講座内容に 

 ついて伺い、今後の事業に活かす。 

〇新規ボランティア登録希望者へ

ガイボラ事業を案内し、登録・コー

ディネートを行った（実績８件）。ボ

ランティア入門講座での移動情報

センターのガイドボランティアの

紹介も併せて行った。 

〇区ボランティアセンターだけで

対応できないニーズに関しては地

区担当職員とともに区内ケアプラ

ザの地域・生活コーディネーターや

地区ボラセンなどの地域へつなぎ

コーディネートを行った。 

〇ふれあい助成金受配団体へのア

ンケートを実施し、ボランティア募

集状況、紹介の可否、福祉教育への

協力について把握し、マッチングに

活かした。 

〇コロナ禍での施設の受け入れ状

況を再確認し、更新した一覧表をボ

ランティア登録者へ案内した。 

横浜市の基準を満たしています。  

 (2) ボランティアに関する広報、情報提供 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇以下の広報媒体を通じてボランティア情報を発信・提供する。 

・「旭区社会福祉協議会会員施設ボランティア募集一覧」随時更新 

・「あさひいきいき宣言」（区社協広報紙）年３回発行 

・本会ホームページへの広報紙の掲載（随時） ほか 

 なお、登録者のうち、メールでの配信を希望する方については、メールで 

 広報紙の配信を行う。 

〇ボランティアセンターにおいて集約されるボランティア情報および、拠 

 点窓口に寄せられる情報を、関係機関へ広く発信できるよう取り組む。 

〇左記の情報発信を実施。 

〇広報紙へは登録ボランティアの

活動状況やボランティア活動への

想いを掲載した。また、学校での福

祉教育での取組を児童、教員、協力

団体のコメントを含めて掲載した。 

〇他、区民利用施設研修会を通じて

ボランティアセンターの情報発信

をし、また区内の利用施設と顔の見

える関係を構築した。 

横浜市の基準を満たしています。  

 (3) ボランティアに関する相談、紹介 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇ボランティア登録・相談・調整を行う。 

〇ボランティア活動を通して、ボランティア活動者自身が役割や居場所を 

 得られ、いきがいを高めていけるようなコーディネートを行う。 

〇個人からのボランティア依頼があった際は、依頼者が抱える生活課題を 

 受けとめ、地域を基盤として解決につなげられるようなコーディネート 

 を行う。 

〇ボランティア登録時にボランテ

ィア活動の登録に至った気持ちや

背景を丁寧にヒアリングしコーデ

ィネートした。 

〇障害がある方が地域で活躍する

場を持てるようボランティア団体

やケアプラザと調整した。 

〇区社協主催の頒布会には心の病

を抱える方や活動になじみにくい

方に意識的に声かけ協力いただい

た。 

横浜市の基準を満たしています。  



〇ケアプラザをはじめとする区内

関係機関や地区ボラセンと調整し

個人からの依頼に対応した。 

 (4) ボランティアに関する育成・支援・講座開催 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇ボランティア活動が継続するよう、日頃から電話やメール等により、ボラ 

 ンティア登録者に対しフォローを行う。また、ＨＰ（ボラセンニュース） 

 からボランティア情報について発信を随時行い、より多くの方の活動の 

 一歩になるようマッチングに努める。 

〇小地域でのボランティア活動が活性化していくように、区内地域ケアプ 

 ラザや地域活動団体と連携し新規活動者の発掘・育成を行う。 

○ボランティア活動を始めたい方や興味のある方に向けて、「ボランティア 

 入門講座」を開催（年４回程度予定）。区広報等を活用し周知する。 

〇区内福祉施設のボランティア受け入れ担当者を対象に、コロナ禍の中、受 

 入施設が抱えているボランティアへの課題や要望についてアンケートを 

 とり、実際のニーズや再開時期など現場の声からボランティアとどのよ 

 うな関わりができるか検討し、フィードバックをすることを目指す。 

〇ボランティア活動者を対象とする区社協の他事業（移動情報センター等） 

 と協働でボランティア養成講座、障害理解講座等を開催するなど、ボラン 

 ティアの活動の幅が広がるよう支援する。 

〇特に活動を始めたばかりのボラ

ンティアが活動時に感じた疑問や

不安へのフォローを丁寧に行い、活

動を継続して行えるよう支援した。 

〇ボランティア入門講座を年３回

実施した。（９月：参加者６人・登録

者：５人、12月：参加者２人・登録

者２人、２月：２月７日実施予定） 

〇今年新たに区内福祉施設のボラ

ンティア受け入れ担当者を対象に、

コロナ禍の課題や要望に対するア

ンケートを実施した。施設利用者と

関わる活動はまだ難しそうな状況

ではあったが、草むしりや清掃など

のニーズはありコーディネートに

つながった。 

〇移動情報センターとボランティ

ア養成講座、障害理解講座を実施し

た。（再掲） 

〇ボランティア・市民活動者向け講

座を実施予定。3/8 

横浜市の基準を満たしています。  

３ 他の関連組織とのネットワーク 

 (1)関連組織及び地域との連携 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 

〇「あっぱれフェスタ」開催にあたっての協力 

 旭区地域自立支援協議会主催、旭区役所、区社協共催で実施する「あっぱ 

 れフェスタ」について、オンライン開催に向けたチラシの配架など障害理 

 解の促進を図る。 

〇区内地域ケアプラザ、旭区市民活動支援センター「みなくる」とボランテ 

 ィアに関する課題や情報を共有し、地域活動をはじめ、技術系・生涯学習 

 系のボランティアについて、引き続き活動支援をする。 

〇「みなくる」とボランティアに関

する情報共有を行い、地域活動や

ボランティアの活動支援を行っ

た。 

 

横浜市の基準を満たしています。  

 (2) 地域の福祉保健課題への理解と協力 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  

 〇拠点登録団体に地域福祉保健計画を周知するために、第 4 期旭区地域福 

 祉保健計画の冊子や周知用リーフレットを配布する。 

〇地区別計画を掲示するなど、地域の福祉保健活動の情報を発信する。 

〇地区社協の広報紙を配架し、地域福祉活動の取組について発信する。 

〇地区社協や地域ケアプラザの広

報紙を館内に配架した。（今年度

は地区センターの配架希望があ

ったため、コーナーを設けた） 

〇第４期旭区地域福祉計画の基本

理念に基づき、身近な場所で活動

できる場の提供として、拠点をひ

とり親家庭や貧困家庭に向けた

食料頒布会の会場として来年度

開催したい。 

 

横浜市の基準を満たしています。  

４ その他 

 (1) 職員体制、育成 

  前年度区評価【〇】 今年度評価【〇】 今年度評価【〇】  



 

常勤職員 １名 週５日 ９時～17 時 

非常勤職員 ６名 

①ボランティアコーディネーター（２名交代制） 

週６日（月～土）９時～17 時 

②拠点のスタッフ（４名交代制） 

夜間 17 時～21 時 15 分 

日曜・祝日 ８時 45 分～13 時、 

13 時～17 時 15 分 

〇諸室の利用予約等の受付は、すべての職員が同じ水準で対応できるよう、 

 日々のＯＪＴにより知識の向上を図る。 

＜職員の研修計画＞ 

〇横浜市社会福祉協議会における区社協職員対象の研修を受講するととも 

 に、必要に応じて他機関で実施される研修にも派遣する。 

〇体系的な年間研修計画に基づき、職員への経験年数に応じた基幹研修や 

 課題別研修を横浜市社協・区社協全体で実施する。 

〇18 区の福祉保健活動拠点およびボランティアセンターの担当者連絡会 

 や研修会に参加し、社協間の連携を活かし、情報提供や共有および業務改 

 善、職員育成を行う。 

＜職員間の情報共有・連携方法＞ 

〇毎朝のミーティングや月２回の職員会議、業務日誌、グループウェア  

 (WEB システム)を活用し情報共有を図る。 

○拠点スタッフ間の情報共有と対応統一化のため、必要に応じてミーティ 

 ングを開催する。 

常勤職員１名 週５日９時～17 時 

①ボランティアコーディネーター 

 常勤職員１名 

 非常勤職員（３名交代制） 

：週６日（月～土）９時～17 時 

②拠点職員 

 非常勤職員（４名交代制） 

 ：夜間 17 時～21 時 15 分 

  日曜・祝日 ８時 45 分～13 時 

        13 時～17時 15分 

〇電話・窓口対応において、すべて

の職員が同じ水準で対応できる

よう、拠点常勤職員と連絡・相談

を十分に行い、知識の向上を図っ

た。 

〇窓口対応や電話対応、拠点見回り

などで気になったことや問題が

生じた際、業務日誌やグループウ

ェア（WEB システム）を活用し、

情報共有を行った。 

〇拠点職員のグループ LINE にて拠

点の開館の遅滞等を防止するよ

う努めた。 

〇拠点職員の情報共有や意見交換

のため、拠点職員ミーティングを

３月に開催予定。 

横浜市の基準を満たしています。  

         

区役所からの総評 

・新たな担い手発掘のため、ＩＣＴを活用した情報発信を推進するとともに、多様なボランティアニーズに応えるため、子育て支援拠点や市

民活動支援センター、地域ケアプラザなど関係機関との連携を深め、コーディネート機能を強化してください。 

・ボランティアをやりたいと希望があった方に丁寧にヒアリングをすることで、区社協で対応できない場合にも地域ケアプラザと連携し地域

につなげる等のきめ細やかな支援が出来ています。地域では“担い手不足”が課題となっています。地域福祉保健計画の周知と併せてボラン

ティアをやりたい方と地域の活動を結び付けること。また、関係機関と効果的な情報共有方法についても引き続き検討を進めてください。 

・一昨年度に施設内に Wi-Fi が整備され、今年度は ICT を活用した相談支援等の促進に伴い機材等の購入にあたっての費用が予算化されるな

ど、福祉保健活動拠点の ICT 環境の整備が進んでいます。区内の地域ケアプラザ等では、より多くの人に気軽に参加して貰えるようにオンラ

インでの事業実施に積極的に取り組んでいる施設もあり、次年度はそういった施設の事例も参考に、ICT を活かした事業（講座）についても

検討いただければと思います。 

評価 

（Ｓ/Ａ/Ｂの３段階） 
Ａ 

      

 


